
「品川区学力定着度調査」の趣旨
(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や
指導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るとと
もに、区の教育施策に生かす。 

(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にすると
ともに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上
を図る。 

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理
解を求める。 

令和３年度「品川区学力定着度調査」の結果から 
明らかになった課題と学力向上に向けた取組

１ 調 査 日 令和３年４月２０日（火）

２ 調査対象 品川区立学校 第２～９学年の全児童・生徒

３ 調査内容
教科に関する調査 

  → 調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および
活用の力を測る問題で構成

<第２・３学年> 国語、算数 
<第４～５学年> 国語、社会、算数、理科
<第 ６ 学年> 国語、社会、算数、理科、英語 
<第７～９学年> 国語、社会、数学、理科、英語

品川区立第四日野小学校



【国語】 

(1) 国語科の定着状況についての概要   ※｢七年｣…本校を卒業した現在 7年生の卒業生

現

学

年

 観点別正答率 基礎・活用 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

二

年

目標値 85.6 68.6 65.0 84.0 58.8

本校平均正答率 94.6 76.1 68.3 92.6 66.0

三

年

目標値 70.0 67.9 64.0 78.8 56.3

本校平均正答率 76.4 73.1 64.6 85.1 63.6

四

年

目標値 68.6 63.7 61.0 72.5 59.4

本校平均正答率 77.1 70.3 64.2 79.4 68.0

五

年

目標値 65.7 61.7 56.0 69.7 56.3

本校平均正答率 71.5 67.6 59.1 75.6 63.1

六

年

目標値 59.3 60.0 57.0 65.3 52.5

本校平均正答率 67.4 70.5 67.3 72.6 67.0

七

年

目標値 72.3 63.5 65.0 67.6 67.0

本校平均正答率 70.7 68.4 75.3 67.1 73.8

・ どの学年も、全ての項目において目標値を正答率が上回っていることから、定着状況は概ね良好

であるといえる。 

・ 観点別正答率では、「知識・技能」「思考・判断・表現」が、基礎・活用の正答率では「基礎」が

それぞれ高く、目標値からも 5％以上上回っている。本校が目指してきた、基礎基本の定着が概

ね達成されたものと考えられる。 

・ 全体的に「主体的に学習に取り組む態度」「活用」が他の項目よりも低くなっている。 

(2) 具体的な課題 

・ 全体として、「書くこと」の中でも、伝える相手や目的を理解し、情報を収集・精査し、情報の

関係性を考えながら文章構成する学習に課題が見られる。 

・ 「説明文の読み取り」に課題が見られる学年が多く、情報を精査・活用したり、情報と情報の関

係について理解し文章全体の構成を捉えたりする力の向上が必要である。 

(3) 課題の原因として考えられること 

・ 表現することの基となる、情報を整理することや自分に置き換えて考えること、自分の考えをも

つことに関する経験が不足していることが考えられる。 

・ 説明文の段落ごとの関係性を考えながら読み取る力が十分ではないことが考えられる。 

(4) 課題解決のための方策（取組指標） 

・ 学習内容に適したシンキングツールを活用し、情報を整理したり、情報と情報を比較・関連づけ

たりする活動を取り入れる。自分の考えをもち、交流する機会を授業の中で設けることで、多面

的な見方や考え方を身に付けさせる。 

・ 発達段階に合わせた説明文の読解指導、段落・要約指導を丁寧に行う。 

(5) 次年度の数値目標（成果指標） 

・ 各学年、観点別正答率において区の平均正答率を上回ることを目標とするとともに、特に「書く

こと」の領域の正答率を上げることを目標とする。 



【社会】 

(1) 社会科の定着状況についての概要   ※｢七年｣…本校を卒業した現在 7年生の卒業生

現

学

年

 観点別正答率 基礎・活用 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

四

年

目標値 73.8 58.3 58.9 73.5 58.9

本校平均正答率 74.4 70.6 70.8 74.3 70.8

五

年

目標値 65.6 50.0 52.1 63.8 52.1

本校平均正答率 68.5 48.7 48.4 67.4 48.4

六

年

目標値 68.0 50.0 52.0 68.9 52.0

本校平均正答率 64.2 51.1 54.8 63.6 54.8

七

年

目標値 57.2 50.4 47.2 57.4 47.8 

本校平均正答率 54.1 54.5 49.6 55.9 50.9 

・ 4 年生については、全ての項目において目標値を正答率が上回っていることから、定着状況は概

ね良好であるといえる。 

・ 5・6年生については、複数の項目において正答率が目標値よりも下回っており、課題が目立つ。 

(2) 具体的な課題 

・ 5 年生は、思考・判断・表現および、活用において課題が見られる。 

・ 6 年生は、基礎基本の定着に課題が見られる。特に、「農業や水産業」の学習で正答率が下がっ

ている。 

(3) 課題の原因として考えられること 

・ 複数の資料を比較して読み取ることや、そこから自分の考えをもち表現していく活動が不足し

ていることが考えられる。 

・ 「都道府県の様子」や「国土の自然などの様子」は、子どもたちにとって、実感を伴わないもの

が多く、知識として定着しにくかったものと考えられる。 

(4) 課題解決のための方策（取組指標） 

・ 日常の授業において、資料活用の場面を意図的に設ける。資料の読み取り方の指導として、数値

の読み取りやその理由を考える活動を継続して行う。さらに資料や事象に対しての自分の考え

をもち、意見交流を通して多面的な見方を身に付けさせていく。 

・ 児童の生活に近い事象を授業で取り上げ、ICT 機器や映像資料を活用して児童にとって身近に感

じられるような授業の工夫をしていく。 

(5) 次年度の数値目標（成果指標） 

・ 各学年ともに、観点別正答率において、区の目標値及び平均正答率を上回ることを目標とする。 



【算数】 

(1) 算数科の定着状況についての概要   ※｢七年｣…本校を卒業した現在 7年生の卒業生

現

学

年

 観点別正答率 基礎･活用 

知識･技能 思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

二

年

目標値 83.2 70.0 68.3 86.2 57.5

本校平均正答率 90.0 77.8 77.6 92.6 67.1

三

年

目標値 76.5 60.0 66.1 77.4 59.3

本校平均正答率 82.5 63.7 73.0 82.6 66.0

四

年

目標値 72.2 61.4 67.1 75.9 54.4

本校平均正答率 76.0 63.4 75.0 79.0 58.6

五

年

目標値 68.4 53.6 51.4 70.5 55.0

本校平均正答率 70.6 58.2 56.7 72.9 58.2

六

年

目標値 71.7 58.2 52.5 71.5 53.8

本校平均正答率 80.5 66.3 61.7 79.1 65.3

七

年

目標値 71.3 58.1 64.1 71.4 55.7

本校平均正答率 78.8 67.3 71.0 80.6 58.2

・ どの学年も、全ての項目において目標値を正答率が上回っていることから、定着状況は概ね良

好である。 

(2) 具体的な課題 

・ 複数の学年で、数と計算領域の中でも特に「大きい数」「小数・分数」「概数」といった数概念に

関する内容について課題が見られる。 

・ 測定領域の「長さ」「かさ」「重さ」において、また、高学年では図形領域の内容について課題が

見られる。 

(3) 課題の原因として考えられること 

・ 数と計算領域の中でも計算においては課題が見られないことから、大きい数や小数など､具体的

に捉えることの難しい抽象的・概念的な数量についての理解が浅いものと考えられる｡ 

・ 長さや重さを計測したり、形をとらえて操作したりする活動が十分ではなかったことで、具体的

なイメージをもつことが難しいものと考えられる｡ 

(4) 課題解決のための方策(取組指標) 

・ 身近にある大きな数や小数について、また測量や図形に関しても、ICT 教材を活用し視覚的に示

すことで、児童がイメージをもてるよう工夫した指導を行う｡ 

・ いろいろな物を測定する活動や、図形を操作する活動を意図的に取り入れた授業を行う。同時

に、家庭と連携を図り、日常生活でも数量や測量に関する経験を積めるようにしていく。 

(5) 次年度の数値目標(成果指標) 

・ 次年度は全ての観点で観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とする｡ 



【理科】 

(1) 理科の定着状況についての概要   ※｢七年｣…本校を卒業した現在 7年生の卒業生

現

学

年

 観点別正答率 基礎･活用 

知識･技能 思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

四

年

目標値 71.9 61.8 52.0 72.9 50.6

本校平均正答率 69.2 62.4 47.5 71.7 50.5

五

年

目標値 71.6 56.3 57.0 68.8 54.5

本校平均正答率 64.4 48.6 49.0 60.0 49.9

六

年

目標値 68.4 59.6 49.0 70.0 51.1

本校平均正答率 70.3 61.5 52.3 71.0 55.1

七

年

目標値 58.2 58.3 53.3 60.0 53.3

本校平均正答率 52.7 59.0 60.3 57.5 53.4

・ 4･6 年生は、安定した学習の定着がみられるが、5年生では、特に思考・判断・表現、主体性に

おいて目標値との差がみられ、課題があると考えられる。 

(2) 具体的な課題 

・ 全体として、観察や実験の中でも、定期的な観測や観察をし、その変化を捉えるような学習単元

に課題が多く見られる。 

・ 4 年生においては、生命・地球領域における「植物の育ち方」「太陽と地面のようす」の学習へ

の定着に課題が見られる。 

・ 5 年生においては、生命・地球領域における「天気の様子と気温」「雨水のゆくえと地面のよう

す」、物質・エネルギー領域における「電気のはたらき」の学習への定着に課題が見られる。 

・ 6 年生においては、生命・地球領域における「天気の変化」「植物の花のつくりと実」の学習へ

の定着に課題が見られる。 

(3) 課題の原因として考えられること 

・ 実験や観察の際に、「何を見るのか（視点・予想と問題の明確化）」や「どのように変化するのか

（経過・結果）」、「なぜそうなるのか（考察・結論）」を児童に意識させることが十分でないこと

が考えられる。 

・ 高学年においては、観察や実験結果から読み取れることを考え、そこから日常生活に結び付ける

指導が必要であると考えられる。 

(4) 課題解決のための方策(取組指標) 

・ 問題意識をもって児童が授業に参加できるようにするために、実験や観察を行う際の視点を明

確化し、授業内で児童全体に共有する場を設ける｡ 

・ 視点を変えながら実験を繰り返し、得られた結果から考察をする活動を増やす。また､考察から

その問題に対する結論を児童が見付けられるような授業展開を工夫していく。 

(5) 次年度の数値目標(成果指標) 

・ 各学年ともに､観点別正答率において､目標値及び区の平均正答率を上回ることを目標とする｡ 



【英語】 

(1) 英語科の定着状況についての概要   ※｢七年｣…本校を卒業した現在 7年生の卒業生

現

学

年

 観点別正答率 基礎・活用 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度 

基礎 活用 

六

年

目標値 81.5 81.8 83.3 82.0 80.5

本校平均正答率 89.7 83.1 77.7 89.8 81.2

七

年

目標値 74.8 84.1 88.6 76.1 83.1

本校平均正答率 81.3 89.2 93.4 82.6 87.9

・ 6 年生はほとんどの項目で目標値を上回っており、定着状況は概ね良好である。 

・ 7 年生は、全ての項目で目標値を上回っており、定着状況は良好である。 

(2) 具体的な課題 

・ 6 年生は英作文に関しての定着に課題が見られる。特に、例文を参考にしながら、簡単な語句や

表現を用いて書くことをねらいとした問題に課題が見られる。それに伴って「主体的に取り組む

態度」にも課題が見られる。 

・ 7 年生は「アルファベットの読み」を聞き取る問題について、わずかに目標値を下回っており、

また区の平均正答率と 5％近く差があり、課題が見られる。 

(3) 課題の原因として考えられること 

・ 6 年生においては英語で文を作ることや、第三者の様子を表す文を書くという活動が不足してい

ることが原因として考えられる。 

・ 7 年生においては、アルファベットの読みを聞き取る活動が不足していたことが原因として考え

られる。 

(4) 課題解決のための方策（取組指標） 

・ 英作文を書く活動を増やし、継続した指導を行っていく。 

・ JTE と連携して、身近な題材を取り扱うことや、英語を使いたいという必要感のある課題を設定

していくことを通して、「主体的に取り組む態度」を養っていく。 

・ 低学年からアルファベットの読みや聞き取りに関する指導を行う中で、正しく発音したり、聞き

取ったりする活動を充実させて定着を図る。 

(5) 次年度の数値目標（成果指標） 

・ 6、7 年生ともに、全ての観点で観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とする。特

に 6年生の課題である「主体的に取り組む態度」は重点項目とする。 


